
かみかわ町かみかわ町
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かみかわ町議会だよりはユニバーサルデザインフォントを使用しています。

議会の傍聴について

新型コロナウイルスの感染状況により、議会の傍聴人数を
制限する場合がありますので、ご了承ください。

第４回定例会は９月

日㈮

日㈭

［午前９時～  一般質問等］から

［午前９時～  質疑・討論・採決等］
を予定しています。
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　議員が町の施策、将来展望等の説明を町長などに求め、適切な町政　議員が町の施策、将来展望等の説明を町長などに求め、適切な町政
運営を行っているかチェックするものです。運営を行っているかチェックするものです。
　一般質問の全文は、議会事務局の会議録で閲覧することが出来ます。　一般質問の全文は、議会事務局の会議録で閲覧することが出来ます。
また、町ホームページの神川町議会からも閲覧できます。また、町ホームページの神川町議会からも閲覧できます。
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神
川
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
サ
ッ
カ
ー
場
脇
へ
の
植
樹

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に
お
け
る
安
全
確
保

児
童
発
達
支
援
体
制
の
充
実

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
の
拡
充

神
川
中
学
校
柔
剣
道
場
の
エ
ア
コ
ン
設
置

公
用
車
の
リ
ー
ス
化
、
更
に
は
リ
ー
ス
バ
ッ
ク

神
川
町
歌
の
制
定

美
原
公
園
の
魅
力
向
上
と
利
活
用
の
可
能
性

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

文
化
財
・
民
具
等
の
展
示

路
肩
整
備

イ
ラ
ン
情
勢
に
よ
る
農
業
者
や
中
小
事
業
者
へ
の
影
響

町政を問う ～ 一般質問 ～

令和８年 第３回定例会

どの質問に興味がありますか？

令和８年第３回定例会は、６月４日から12日までの９日間の会期で開かれ、町政に対する「一般質
問（※１）」の他、町長から提案された令和８年度一般会計及び特別会計の補正予算５件をはじめ、
報告３件、条例改正等８件を審議しました。
　また、陳情３件が採択となりました。（議案一覧及び審議結果は７ページをご覧ください。）

「一般質問」とは(※１）
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一 般 質 問
品
不
足
、
価
格
高
騰
対
応
を

　
ナ
フ
サ
不
足
等
が
農
家
や
中
小
企

業
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
内
一
部
店
舗
で
指
定
ご
み
袋
が
入

手
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

   

こ
れ
ら
町
民
へ
の
影
響
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
か
。
町
独
自
で
調
査
し

支
援
に
踏
み
出
す
か
伺
う
。

　
燃
料
費
、
資
材
等
の
価
格
高
騰
は
、

事
業
者
の
経
営
に
直
結
し
、
見
通
し

の
不
安
材
料
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
町
独
自
の
調
査
は
実
施
し
な
い

が
、
機
会
を
通
じ
実
情
把
握
に
努
め
、

必
要
な
情
報
提
供
や
支
援
策
の
周
知

に
取
り
組
む
。

除
草
で
安
全
確
保

  

路
肩
の
除
草
、
側
溝
に
蓋
を
付
け

る
、
農
業
用
水
路
の
転
落
防
止
柵
等
、

通
学
路
や
生
活
道
路
に
お
け
る
路
肩

通
行
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

  

雑
草
繁
茂
や
路
肩
と
の
境
界
が
分

か
り
づ
ら
い
箇
所
で
は
、
土
地
所
有

者
等
に
除
草
の
協
力
を
頂
い
て
い
る
。

緊
急
性
、
危
険
性
が
あ
る
箇
所
は
、

職
員
や
委
託
先
と
連
携
し
て
危
険
排

除
し
、
通
学
路
に
は
優
先
的
に
実
施

す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ

一
部
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
近
代

民
具
だ
が
、
多
く
が
保
管
さ
れ
た
ま

ま
で
あ
る
。
郷
土
愛
を
育
み
、
平
和

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
文
化

財
、
民
具
を
活
用
し
、
町
の
歴
史
を

振
り
返
る
企
画
に
取
り
組
む
考
え
が

あ
る
か
伺
う
。

  

民
具
は
、
展
示
以
外
に
社
会
科
の

授
業
等
に
活
用
し
て
い
る
。
保
管
民

具
は
古
く
、
実
物
展
示
は
難
し
い
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
公

開
と
と
も
に
近
代
の
戦
争
等
を
含
め

た
記
録
、
記
憶
を
幅
広
い
世
代
の
町

民
に
伝
え
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

今
後
の
住
宅
施
策
は
？

  

公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
基
づ
く

施
設
見
直
し
が
進
む
中
、
渡
瀬
町
営

住
宅
の
今
後
の
方
針
も
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
住

ま
い
の
確
保
に
配
慮
が
必
要
な
方
々

を
支
え
る
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て
、
町
は
そ
の
重
要
性
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
今
後
ど
の
よ
う

に
そ
の
機
能
を
確
保
し
て
い
く
考
え

か
伺
う
。

  

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
住
宅
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
重
要
性
は
今
後

ま
す
ま
す
高
ま
る
と
認
識
し
て
い
る
。

誰
も
が
安
心
し
て
住
ま
い
を
確
保
で

き
る
よ
う
、
制
度
の
周
知
や
埼
玉
県

と
の
連
携
を
進
め
、
利
用
で
き
る
住

宅
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

既
存
設
備
の
有
効
活
用
を
！

  

美
原
公
園
は
魅
力
あ
る
公
園
で
あ

る
が
、
近
年
は
利
用
が
限
ら
れ
、
未

利
用
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
あ
る
。
既

存
の
設
備
を
生
か
し
、
大
規
模
な
整

備
を
伴
わ
ず
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な

ど
新
た
な
利
活
用
を
試
行
的
に
進
め

る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
る
。

公
園
全
体
の
魅
力
向
上
と
利
用
促
進

に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
美
原
公
園
の
魅
力
向
上
に
向
け
、

公
園
施
設
の
更
新
や
樹
木
の
剪
定
な

ど
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
方
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
老
朽
化
に

よ
る
ひ
び
割
れ
が
多
く
、
安
全
面
か

ら
活
用
は
難
し
い
と
の
認
識
で
あ

る
。
今
後
は
住
民
や
工
業
会
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
特
色
あ
る
公
園
整

備
や
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

川浦　雅子 議員

新井　太一 議員

イ
ラ
ン
情
勢
に
よ
る
農
業
者
や

中
小
事
業
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て

Q

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て

Q

町
長
答
弁

A

町
長
答
弁

A

路
肩
整
備
に
つ
い
て

Q

町
長
答
弁

A
文
化
財
・
民
具
等
の
展
示

に
つ
い
て

Q
教
育
長
答
弁

A

町
長
答
弁

A

美
原
公
園
の
魅
力
向
上
と
利

活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

Q
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一 般 質 問
郷
土
愛
や
一
体
感
を
育
む
町
歌
制
定
を

　
神
川
町
で
は
合
併
か
ら
20
年
が
経

過
し
た
現
在
も
町
歌
が
制
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
町
内
の
志
あ
る
方
か
ら
そ

の
必
要
性
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。

　
町
歌
は
町
内
外
で
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
に
対
し
、
郷
土
へ
の
愛
着
や

一
体
感
を
育
み
、
町
外
で
活
躍
す
る

方
々
に
も
故
郷
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

大
切
な
存
在
で
あ
る
。

　
人
口
減
少
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
希
薄
化
が
進
む
中
、
町
歌
を
学
校

教
育
や
各
種
行
事
に
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
世
代
間
交
流
や
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
を
深
め
、
郷
土
愛
を
醸
成

す
る
有
効
な
手
段
と
考
え
、
町
歌
制

定
を
提
案
す
る
。
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
町
歌
の
制
定
は
、
神
川
町
・
神
泉

村
の
合
併
協
議
会
や
地
域
審
議
会
で

議
論
さ
れ
た
も
の
の
、
結
論
を
得
る

こ
と
な
く
、
新
町
の
検
討
事
項
と
し

て
継
続
検
討
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　
昨
年
の
合
併
20
周
年
記
念
式
典
で

神
川
音
頭
を
斉
唱
し
、
町
歌
が
住
民

の
一
体
感
や
郷
土
愛
の
醸
成
に
役
立

つ
可
能
性
を
実
感
し
た
。
合
併
か
ら

20
年
が
経
過
し
た
今
、
町
歌
の
制
定

に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
る
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
。

　
町
民
か
ら
出
さ
れ
た
町
歌
制
定
の

要
望
書
を
踏
ま
え
、
町
民
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
町
歌
制
定
を
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

坂本　貴佳 議員

神
川
町
歌
の
制
定
に
つ
い
て

Q

将
来
を
見
据
え
た
公
用
車
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
人
口
減
少
が
進
む
神
川
町
の
10
年

先
、
20
年
先
を
考
え
た
と
き
に
、
行

政
の
在
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

公
用
車
の
台
数
の
減
少
、
職
員
の
車

両
管
理
の
軽
減
、
予
算
の
平
準
化
等

の
理
由
か
ら
、
公
用
車
の
リ
ー
ス
化
、

さ
ら
に
は
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
を
行
う
考

え
が
あ
る
か
、
町
の
見
解
を
伺
う
。

　
町
で
は
公
用
車
71
台
を
所
有
し
、

ほ
ぼ
全
て
購
入
し
て
い
る
。
リ
ー
ス

化
に
よ
り
費
用
平
準
化
の
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
が
、
10
年
以
上
乗
り
続
け
る

と
割
高
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま

ず
は
、
年
間
走
行
距
離
が
長
い
町
長

車
等
か
ら
リ
ー
ス
契
約
へ
の
転
換
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
リ
ー
ス
バ
ッ
ク

に
つ
い
て
は
、
調
査
研
究
を
進
め

る
。

熱
中
症
リ
ス
ク
か
ら
生
徒
を
守
る
環

境
整
備
に
つ
い
て

近
年
の
異
常
な
気
温
上
昇
に
よ
り
、

柔
剣
道
場
に
お
い
て
熱
中
症
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
い
る
。
生
徒
が
安
心
し

て
授
業
や
部
活
動
に
取
り
組
め
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
柔
剣
道
場
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
早
急
に
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
を
伺

う
。

  

近
年
の
異
常
な
気
温
上
昇
に
伴
い
、

特
に
柔
剣
道
場
２
階
部
分
で
室
温
が

高
く
な
る
状
況
や
、
部
活
動
で
は
窓

を
開
け
て
の
換
気
が
難
し
い
こ
と
を

承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
柔
剣
道

場
自
体
が
相
当
古
く
、
そ
こ
に
新
た

に
付
け
る
の
は
難
し
い
。
エ
ア
コ
ン

が
入
る
体
育
館
又
は
空
き
教
室
等
で

の
利
用
を
研
究
す
る
。

柴崎　愛子 議員

公
用
車
の
リ
ー
ス
化
、
更
に

は
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
に
つ
い
て

Q

教
育
長
答
弁

A

町
長
答
弁

A

町
長
答
弁

A

神
川
中
学
校
柔
剣
道
場
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

Q

令和８年６月１日
 神川中学校
柔剣道場２階
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一 般 質 問
町
独
自
の
受
験
生
支
援
拡
充
へ

　
本
町
で
は
中
学
３
年
生
を
対
象
に

助
成
を
実
施
し
て
お
り
、
受
験
期
の

健
康
管
理
を
支
え
る
意
義
あ
る
取
組

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
公

平
性
や
教
育
環
境
の
充
実
を
踏
ま
え
、

進
学
や
進
路
選
択
の
時
期
に
あ
る
小

学
6
年
生
や
高
校
3
年
生
へ
の
支
援

拡
充
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
中
学
3
年
生
へ
の
助
成
は
、
中
学

生
議
会
で
の
要
望
を
受
け
、
ほ
ぼ
全

て
の
生
徒
が
高
校
入
試
を
控
え
て
い

る
こ
と
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
町
独

自
の
受
験
生
支
援
と
し
て
継
続
し
て

い
る
。
対
象
拡
充
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
の
動
向
、
近
隣
市
町
村
の
状
況

等
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

相
談
支
援
体
制
の
充
実
へ

障
害
児
支
援
に
お
け
る
セ
ル
フ
プ

ラ
ン
率
が
91
・
5
％
と
高
い
現
状
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
保
護
者
へ
の
相
談
支
援
体
制
の
充

実
と
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を

含
め
た
障
害
児
支
援
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
、
町
の
考
え
と
今
後
の
方
向

性
を
伺
う
。

  

セ
ル
フ
プ
ラ
ン
率
が
高
い
要
因
は
、

相
談
支
援
事
業
所
及
び
相
談
支
援
専

門
員
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
、
保
健

師
に
よ
る
療
育
相
談
等
を
行
っ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
相
談
支
援
体
制
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
向
性
を
明
確
化

し
、
児
玉
郡
市
で
の
設
置
に
向
け
た

協
議
を
進
め
て
い
く
。

林部　葉月 議員

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て

Q

安
全
確
保
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
近
年
、
不
審
者
情
報
や
自
然
災
害
、

猛
暑
等
へ
の
不
安
に
加
え
、
見
守
り

の
担
い
手
不
足
や
児
童
数
減
少
に
よ

り
一
人
で
登
下
校
す
る
児
童
も
い
る
。

そ
の
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
端
末

等
を
含
め
た
安
全
確
保
の
在
り
方
に

つ
い
て
以
下
の
3
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
対
す
る

現
在
の
課
題
認
識
に
つ
い
て

②
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
端
末
等
の
持
込

み
に
関
す
る
現
在
の
運
用
状
況
に
つ

い
て

③
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
整
備
の
考
え
に
つ
い
て

  

①
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
は
、
不
審
者
対
応
に

加
え
、
野
生
動
物
の
出
没
や
猛
暑
に

よ
る
熱
中
症
リ
ス
ク
へ
の
対
応
、
見

守
り
活
動
の
担
い
手
不
足
や
児
童
生

徒
数
の
減
少
に
よ
る
少
人
数
で
の
登

下
校
の
増
加
を
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
町
内
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
や
通
学
路
の
安
全
点
検
、
見
守

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
子
ど
も
１
１
０

番
の
家
と
連
携
し
た
取
組
を
継
続
す

る
。

　
②
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
端
末
等
の
持

込
み
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
と
学
校

が
必
要
性
を
確
認
し
た
上
で
個
別
に

対
応
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
学
校

間
で
対
応
に
差
が
生
じ
る
こ
と
を
懸

念
し
て
い
る
。

　
③
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
観
点

か
ら
一
定
の
ル
ー
ル
や
考
え
方
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
り
、
他
自
治
体
の

状
況
や
学
校
現
場
の
実
態
を
踏
ま

え
、
必
要
に
応
じ
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

剣持真菜美 議員

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に
お

け
る
安
全
確
保
に
つ
い
て

Q

児
童
発
達
支
援
体
制
の
充

実
に
つ
い
て

Q
町
長
答
弁

A

町
長
答
弁

A

教
育
長
答
弁

A
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一 般 質 問
熱
中
症
対
策
や
利
用
者
の
利
便
性
向
上

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
日
頃
よ
り
散

歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
多
く
の
町
民

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
神
川

パ
ル
フ
ェ
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
、
少
年
野
球
の
活
動
の
場
所
と

し
て
、
地
元
の
子
供
た
ち
の
健
全
育

成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
近
年
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気

温
上
昇
等
に
鑑
み
、
夏
季
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
熱
中
症
対
策
や
環
境
美
化
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
目
的
と
し

て
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
脇
や
野
球
コ

ー
ト
脇
の
ス
ペ
ー
ス
へ
植
樹
・
植
栽

を
進
め
、
木
陰
を
確
保
す
べ
き
と
思

う
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
近
年
の
気
温
上
昇
に
伴
う
熱
中
症

リ
ス
ク
が
増
え
て
い
る
中
、
木
陰
は

直
射
日
光
を
遮
り
、
体
感
温
度
を
約

３
〜
７
度
下
げ
る
効
果
が
あ
り
、
木

々
の
葉
の
蒸
散
作
用
や
放
射
熱
の
少

な
さ
か
ら
、
涼
し
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
と
実
感
し
て
い
る
。
施
設
内

に
植
樹
を
し
、
木
陰
を
確
保
す
る
こ

と
は
熱
中
症
対
策
と
し
て
効
果
的
と

考
え
る
。

　
神
川
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
河
川

管
理
者
で
あ
る
高
崎
河
川
国
道
事
務

所
か
ら
占
用
許
可
を
受
け
、
町
で
管

理
し
て
い
る
公
園
で
あ
り
、
植
樹
は

改
め
て
河
川
法
に
基
づ
く
占
用
許
可

が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
後
、
河
川

管
理
者
と
協
議
を
行
う
。

坂田　弘 議員

神
川
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

サ
ッ
カ
ー
場
脇
へ
の
植
樹

に
つ
い
て

Q

町
長
答
弁

A

　神川町議会では、「神川町議会基本条例（案）」について意見を募集します。
　各閲覧場所で配布する所定の用紙に必要事項をご記入の上、直接または郵送、FAX、Eメールで提出先
へご提出ください。
公表及び募集期間　９月15日（火）～10月30日（金）
閲覧場所　・町ホームページ（９月15日に掲載予定）・議会事務局（役場本庁舎3階）
　　　　　・神泉総合支所　・中央公民館
提 出 先　　大字植竹909　神川町議会事務局　　  gikai@town.kamikawa.saitama.jp
問 合 せ　　☎0495-77-0707　FAX0495-77-5771

　神川町議会では、町民の皆様に信頼され、開かれた議会を目指
し、「神川町議会基本条例」の策定を進めています。この条例は、
議会の役割や議員の責務を明確にし、町民参加の推進と議会機能
の向上を図るための基本的なルールを定めるものです。
　人口減少や地域課題が多様化する中、町民の声を町政に反映し、
持続可能なまちづくりに取り組むため、議会改革を着実に進めて
まいります。
　今後も皆様のご意見を伺いながら、神川町らしい実効性のある
条例づくりを目指します。

パブリックコメントを実施しますパブリックコメントを実施します

議会基本条例の制定に向けて議会基本条例の制定に向けて



7 【令和８年 6月定例会】 かみかわ町議会だより

議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町 

長 

提 

出 

議 

案

神川町印鑑条例の一部を改正する条例
　印鑑登録証明事務処理要領、出入国管理及び難民認定法等の一部改正に伴い、所要の
改正を行う。

◯

神川町立学校設置条例の一部を改正する条例　
　令和９年４月１日に神泉小学校を青柳小学校へ統合するため、所要の改正を行う。 ◯

神川町集会施設条例の一部を改正する条例
　神川町大字上阿久原地内の「寺内集会所」の用途廃止に伴い、所要の改正を行う。 ◯

神川町特定教育・保育施設の利用者負担額等に関する条例の一部を改正する条例
　地方税法の一部改正に伴い、所要の改正を行う。 ◯

令和８年度神川町一般会計補正予算（第１号）
　児童福祉費、農業費、中学校費などを増額。歳入歳出各1,997万１千円を増額し、
補正後総額を歳入歳出各68億8,097万１千円とする。

◯

令和８年度神川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）　
　子ども・子育て支援金制度の周知のためのチラシ印刷代を増額する。 ◯

令和８年度神川町介護保険特別会計補正予算（第１号）
　介護保険法施行令の改正に伴う、介護保険料算定基準の見直しによるシステム改修費
を増額する。

◯

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
　野口幸子氏の任期満了（令和８年12月31日）に伴い、町長から根岸好美氏の推薦
案が提出され、満場一致で同意される。

◯

物品購入契約の締結について
　神川町学校給食センター連続揚物機及び油切りコンベア購入について、契約を締結する。 ◯

令和８年度神川町一般会計補正予算（第2号）
　過疎地域持続的発展支援交付金を活用した事業の実施に伴い、町営バス特別会計繰出
金を増額する。

◯

令和８年度神川町営バス事業特別会計補正予算（第１号）
　令和８年度過疎地域持続的発展支援交付金を活用した事業を実施するため、事業費の
委託料及び備品購入費を増額する。

◯

専決処分につき承認を求めることについて（神川町税条例の一部を改正する条例）
　神川町税条例の一部改正を承認する。 ◯

専決処分につき承認を求めることについて（神川町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例）
　神川町国民健康保険税条例の一部改正を承認する。

◯

令和７年度神川町一般会計継続費繰越計算書について 報告のみ

令和７年度神川町一般会計繰越明許費繰越計算書について 報告のみ

令和７年度神川町水道事業会計予算繰越計算書について 報告のみ

陳
　
情

町道2087号線約170ｍ舗装化の件
　総務経済常任委員会は「全会一致」で採択し、本会議も採択となる。 ◯

町道1440号線の整備について
　総務経済常任委員会は「全会一致」で採択とし、本会議も採択となる。 ◯

町道1451号線の整備について
　総務経済常任委員会は「全会一致」で採択し、本会議も採択となる。 ◯

　　　　※【審議結果】〇全員賛成（可決） 　△賛成多数（可決） 　×賛成少数（否決）

6月定例会議案一覧及び審議結果6月定例会議案一覧及び審議結果
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議　会　活　動　報　告

　

ス
マ
ホ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と

「
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
神
川
町
議
会
の
ペ
ー
ジ
」
が

閲
覧
で
き
ま
す
。

12
月
定
例
会
は
、
12
月
４
日

(

金)

か
ら
開
催
予
定
で
す
。

ス
マ
ホ
で
議
会
！

総務経済常任委員会

編
集
後
記

９
月
に
は
神
川
幼
稚
園
と
青
柳
保
育
所
が
統
合

し
、
改
修
を
終
え
た
旧
神
川
幼
稚
園
の
園
舎
に
て
、

か
み
か
わ
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園
と
な
り
ま
す
。

   

園
児
た
ち
が
楽
し
く
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の
決
算
の
認

定
も
あ
り
ま
す
の
で
、
都
合
の
つ
く
方
は
、
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

（
野
口　
弘
吉
）

　
　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
・
委
員
長
　
　
新
井
　
太
一

　
　
　
　
　
　
・
副
委
員
長
　
剣
持
真
菜
美

　
　
　
　
　
　
・
編
集
委
員
　
野
口
　
弘
吉
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
　
康
弘
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
羽
奈
保
子

　令和8年6月９日（火）総務経済常任委員会を開
催し、執行部から建設課職員の出席を求め、現地で
は陳情人立会いのもと、熊野堂、元阿保地内の「町
道の舗装についての陳情3件」を慎重に審査しまし
た。
　執行部からは「町全体の道路整備の優先順位を考
え検討したい。」との説明があり、採決の結果、採
択としました。

文教厚生常任委員会協議会
　令和8年6月10日（水）に文教厚生常任委員会協議会を開催し、小中学校におけるSNSト
ラブルへの対応やネット依存症への理解・対策について協議しました。
　学校での情報モラル教育の取り組みや、トラブル発生
時の対応状況について共有し、学校・家庭・地域が連携
して子どもたちを見守ることの重要性を確認しました。
　便利さと危険性が隣り合わせの時代だからこそ、大人
も学び続けることが必要であり、子どもたちを守るため
には保護者を含めた地域全体での理解と取り組みが大切
であると感じました。


